東村山第六中学校演劇部　都大会上演台本　


作　浅田　　七絵
登場人物
中本悠介（中２）・・田渕皐遥　　

中本　翼（妹）・・・新田優今

中本和義（父）・・・井口彪太朗
中本志保（母）・・・相田珠衣

大田創太朗（そうたろう）・・齊藤　駿

石川　光（ひかる）・・・・・野田瑛希

細谷　英司（えいじ）・・・・山本真生

三浦美紀（みき）・・・・・・川村優香
桂木沙也香（さやか）・・・・水島菜羽

宮本天音（あまね）・・・・・高橋あずさ
清川希美（のぞみ）・・・・・内田まこと

お天気キャスター・中山乃々・阿部朱里菜・竹田湧哉
ダンサー・・・・・渡邉裕奈・小俣和花・新田優今

阿部朱里菜・中山乃々
第１場〔朝の中本家〕
幕開き。朝の中本家の居間。妹はテレビを見ている。母はせわしなく出かける準備をしている。悠介は漫画を読んでいる。上手ではキャスターがニュースを話している。
キャスター　７時になりました。ニュースをお伝えします。お盆に向けた帰省ラッシュが始まりました。日本道路交通情報センターによると、上り線、関越自動車道花園インターチェンジ付近で最大５０キロの渋滞が予測されています。続いて、空の便では・・・。
翼　　おかあさん、見て見て、すごいよ。渋滞だって。
母　　本当よ。早く出発しないと。ほら、翼も悠介も、はやく支度しなさい。
翼　　あたしは、もうできてるもーん。
母　　ほら、悠介はまだでしょ。（といいつつ何かを運んで去る）
悠介　・・・。（動かない）
キャスター　続いてお天気です。日本列島に大型の台風十一号が接近しています。関東地方では、昼頃から暴風域に入る見込みです。気象庁は引き続き土砂災害などに警戒するよう呼びかけています。
翼　　えー、また台風くるのお？おばあちゃん家の方じゃん。ねえ、おかあさーん。

母　　（戻ってきて）お父さん、早く車の準備して。昼ごろには向こうに着きたいんだから。

父　　（出てきて）お母さん、俺のベルト知らない？無いんだよ。
母　　違うのがあるでしょ？
父　　アレがないとダメなんだよ。ご飯食べたらおなかキツキツになっちゃうんだよ。
母　　知らないわよ。また、そこらへんに置きっ放しにしたん・・・。
父　　(さえぎって)あー、翼、悠介知らないか？
翼　　玄関にあったよ。
父　　ああ、そうか！さすが翼。
翼　　お父さん、「メタボ」っていうんだよ。まったく、どこにでもおきっぱなしにしてだらしないんだから。
父　　・・・母さんに似てきたなあ。（と言って去る）
母　　悠介。いい加減にしてちょうだい。早く準備しちゃって・・・。
悠介　やだ。
母　　まだそんなこと言ってるの？
悠介　俺、長野なんて絶対に反対だから。

母　　わがまま言ってどうするの。もう出発するんだから。
悠介　留守番してる。
母　　そんなことできるわけないでしょう。
悠介　できる。
母　　ちょっと、お父さん。（悠介に言ってやってちょうだい）

翼　　お兄ちゃんも頑固だね、おばあちゃんきっと待ってるよ。
悠介　・・・うるさい。
父　　（出てきて）どうしたんだ？
母　　悠介が絶対に行かないって言い出して。
悠介　昨日から言ってるし。
父　　行かないでどうするんだ？
悠介　留守番してる。
父　　・・・できるのか？
悠介　できる。
父　　じゃあ、戸締りはしっかりやるんだぞ。
母　　ちょっと、お父さん！
父　　悠介も、中学生２年生だ。一日くらい大丈夫だろ。
母　　だけど。
父　　悠介も、こっちでいろいろやることがあるんだろ？

悠介　・・・。
父　　危ないことはするんじゃないぞ。
翼　　ねえ、早く行かないと道が混んじゃうよ？
父　　そうだな。お父さん車出してるぞ。（去る）
翼　　途中でいつものアイス食べようね。（去る）
父　　お父さん、アイス三段にしちゃうぞお。
翼　　ずるーい。そんなんだから、ベルト千切れるんでしょ。
母　　本当に大丈夫？
悠介　大丈夫だって。
母　　何かあったら、すぐ電話するのよ？
悠介　うん・・・。
母　　冷蔵庫の中の、食べていいからね。
悠介　わかった。平気だから。
母　・・・じゃあ。行ってきます。
母が出て行く。窓の外から車のエンジン音が聞こえる。悠介、窓のそばに行く。車の走り去る音。見送る悠介。
悠介　俺、長野なんて絶対行かないからな！

音楽
第２場〔男４人集合！〕
音楽とともにダンス。ダンスの途中で悠介は電話をかける。次々にやってくる男友達３人。ダンスの中で男４人が遊ぶ。やがて４人とも、ゲーム、マンガ、スマホ、宿題など、思い思いのことをし始める。
悠介　ちがう！

３人　何が？

悠介　これじゃ、普段と変わらないじゃん。

光　　いけないのか？

悠介　（英司に）なに宿題なんかやってんだよ。もっとちゃんと遊ぼうぜ。

創太朗　ちゃんと遊んでたじゃないか。
悠介　電話で言っただろ。うちの家族、みんな田舎に行ったって。
英司　田舎ってどこ？

悠介　長野。

創太朗　悠介は行かなくていいのか？

悠介　絶対に行かないって言った。

英司　なんで？

悠介　何でもいいじゃん。それより親がいないんだぜ？何しても怒られないんだからさ、こう、何かさ。

英司　特別なことしたいの？

悠介　そう！思いっきりやりたいんだよ！
３人　おお～。（顔を見合わせる）

男全　おおー！！（ガッツポーズ）

男たち暴れ回る。

創太朗　何する何する？

英司　何しよう！

光　何でもできるぜ！

悠介　じ・ゆ・う・だー！

光　よし、ボディビル大会だ。

３人　っしゃー！

男たちボディビルごっこをする。いちいち叫ぶ。
悠介　ちょっとまて。

光　なんだよ。

悠介　これじゃあ、学校とかと変わらないじゃん。

英司　確かに。

光　ええ～楽しいのに。

悠介　創ちゃん、何かないのかよ、楽しいこと。

創太朗　うーん、じゃあ、一発芸大会！

３人　 まじかあ～。

悠介　よし、じゃあ、一番つまんなかったやつ、罰ゲームな。
３人　まじかあー！

創太朗　誰からいく？

光　言い出しっぺからやりなよ。

英司　じゃんけんしようよ。

悠介　よっしゃ。

それぞれ念じてからじゃんけんする。一発で負ける悠介。

悠介　うぎゃー。

光　おら、やれー。

悠介　ええ～。

創太朗　期待してるよ～。

悠介　よし。一番、中本悠介、やります！

悠介、ものまねをする。（お笑いでも、歌でも、なんでも可）

悠介　どうだ！

３人　うーん。

英司　・・・微妙？
悠介　なにー！

創太朗　えー、解説をします。似てるんだか似ていないんだか、微妙なものまねをいただきましたぁ。

悠介　くそー。（同時に）　

３人　いえー。（同時に）

悠介　英司、おまえ微妙っていうなら、次、おまえやれよ！

英司　ええ～。

３人　さあ、いけ！

英司　・・・じゃあ。

英司、立っているだけ。

光　早くやれよ。

英司　やってるよ。

悠介　は？

英司　○○のマネ。
３人　・・・。

創太朗　似てるかも。

光　確かに。

悠介　やばい、ツボった。

３人　ぎゃはははは！

英司　よし。

悠介　何か、ずるいぞ。

創太朗　えー、解説します。何故かウケてしまいましたが、これを一発芸と呼んでいいのでしょうか？
光　よし、じゃあ次、俺いくわ。
悠介　お、あれか？

英司　あれじゃない？

創太朗　さあ、みんなが「あれ」と呼ぶアレが出るのでしょうか？さあ、石川光くん、どうぞ！

オタ芸を始める光。思いっきりやる。はやし立てる３人。

光　どうだ！

３人　おお～。（拍手）

悠介　今日もキレキレだね。

英司　いつも通りだね。

光　まかせろ！
英司　でも、いつも通りだね。

悠介　ほら、解説！

創太朗　えー、大爆発しましたが、いつも通りでしたあ。

光　そんなのありかよ！くそ～、じゃあ、最後お前やれよ。

創太朗　フフフ、いよいよ、この時がやってきたか。
悠介　お？

創太朗　この笑いの伝道師、２年２組２番。大田創太朗行きます！

３人　　お？（あおる）
創太朗、一発芸を始める。が、どれも痛い。

光　だめじゃない？

英司　だめだね。

悠介　創ちゃん終了～。

創太朗　ちょっと、ちょっと待って。もう一丁！ギャグ３連発！

創太朗、ダジャレを３つ言う。

３人　はい、罰ゲーム～！

崩れ落ちる創太朗を残し、３人は上手奥の袖に向かう。そこはキッチン。袖の奥から声だけ聞こえる。

（声）悠介　どれいく？どれいく？

（声）光　これ、全部使って良いの？

（声）悠介　母さん、冷蔵庫の中のもの食べていいって言ったし。

（声）英司　じゃあ、ベースはコレとコレ。

（声）悠介　うえ～、レトルトカレーにミルクティか。

（声）光　英司、以外と鬼だよなあ。

（声）英司　次、コレ。

（声）悠介　まじか！

奥からは、食品の名前と、笑い声が聞こえる。そのたびに悶える創太朗。やがて出てくる３人。
悠介　創ちゃん、おまたせ。

光　お待たせしました、ご主人様。（メイド風に）

英司　召し上がれ。

創太朗　死ぬ～。

一気のみする創太朗。短く暗転。
第３場〔再び男４人〕
明転すると、床を拭く３人と、転がっている創太朗。

光　汚ねえ～吐き出すなよなぁ。

悠介　母さんに切れられるよ・・・雑巾ちょうだい。（雑巾を片付けにいく）
英司　食べ物は粗末にしちゃいけません。

創太朗　お前が言うな。
悠介　何かさ、こういうの楽しいよな。
英司　ゲロ掃除？

創太朗　ゲロじゃない・・・。

悠介　いや、みんなで楽しいな～ってさ。（立ち上がって）なあ、もっと普段できないことやろうぜ！親いるとできないこと。何やりたい？

創太朗　親がいない･･･。怒られることもない。一日中ゲーム！

英司　　お菓子食べ放題！
悠介　何かちっちゃい、ちっちゃい。

光　　一日中寝る！

悠介　つまんねえだろ！何か無いのか？お前らの野望ってそんなもんか？

光　いざ、何やっても良いっていわれるとなあ・・・。

創太朗　あ、思いついた。

悠介　はい、きた。創ちゃん！

創太朗　むっふっふ。

悠介　何だよ。

創太朗　むっふっふ～。

３人　何だよ！

創太朗　女子を呼ぶ。

３人　女子ィ！？
光　女子って女か？

創太朗　どうだ？
光　いいかも。

創太朗　悠介、女子を家に上げたことはあるか？

悠介　小３の時が最後。

創太朗　どうだ？親がいたらなかなかできないだろう？

悠介　いいかも。

創太朗　じゃ、誰を呼ぶ？

英司　悠介、好きな人いないの？

悠介　ええ～。そんなの言うかよ。

光　お前、せっかくのチャンスだぞ！

悠介　ええ～。

創太朗　俺たちも言うからさ。

光　よし、じゃあ、同時に言おう。同時に言えば恥ずかしくない！

英司　同時に言ったら聞こえないよ。

光　心の声で聞く！

英司　わけわかんないよ。

光　いいか、悠介。お前のためだ。
悠介　抜け駆けするなよ。

光　よし、いくぞ。

創太朗　せーの。

４人　三浦美紀。

４人　・・・。

４人　ふーん。

光　なんで三浦？

悠介　何となく。

創太朗　やっぱ、可愛いし。
光　声が萌えるし。
英司　消しゴム拾ってくれたし。
４人　ふーん。

悠介　よし、呼ぼう。

英司　僕、携帯知ってるよ。
光　なに？
英司　塾、一緒だから。ちょっと待っててね。

悠介　何かいきなり誘ってもくるかなあ。

光　そうだな！

創太朗　そうだ！パーティーってことで。

光　そうだな！

悠介　なんの？

創太朗　悠介の誕生日！

光　そうだな！

悠介　俺、誕生日、四月だぞ。

光　そうだな！

悠介　お前、落ち着けよ。

光　うん！

創太朗　じゃあさ、食い物で呼ぶのはどうよ？
光　おお！でも俺たち作れないぞ。

悠介　冷蔵庫の残り物でもなあ。

光　なんか電話で頼むとか？
創太朗　金で解決か！女子の好きそうな食い物ってなんだ？

悠介　妹はピザがすきだぞ。よく頼むし。
３人　それだ！

光　ピザ頼むぞ！

悠介　チラシとってくる。
英司　三浦さんに電話するよ。

３人　おっけ～。

英司　・・・あ、もしもし、三浦さん？僕、細谷だけど。・・・うん。・・・、ねえ、なんて言えばいいの？

光　貸せ！（携帯を奪って）俺とピザ食べませんか？・・・なんか無言だよ～？

創太朗　バカ！（携帯を奪って）あ、ごめんね。あ、僕。大田創太朗。さっきのは石川光。・・・あ、うんびっくりしたよね。・・・うん、そう、いま悠介の家にいるんだよ。・・・でさ、ピザがたくさんあって食べきれなくてさあ。・・・え、あ、えっと、パーティーパーティー。悠介の誕生日。
英司　それは春。

創太朗　は、終わっちゃったんだけど、何となく・・・パーティ。

光　貸せ！（携帯を奪って）で、どうかな？

英司　（携帯を奪って）お願いします。・・・うん。（切る）
２人　どうだった？
英司　来るって。

３人　っしゃー！

光　すげー。すげーよ。女子が来るんだぜ。

創太朗　俺、大人の階段登った気がする！

悠介　なあ、お前ら、これ見ろ。（チラシを見せて）

創太朗　おお、これ旨そう！これも！

悠介　そうじゃなくて・・・ココ。

３人　え？

光　ピザって・・・こんなに高いの？
創太朗　悠介、お前よく頼むって言ってたじゃん！

悠介　金払ったことないもん。選ぶのいつも妹だし！
創太朗　どうするんだよ！たくさんあって食べきれないって言っちゃったぞ！
４人　やばい！
悠介　お前ら、金どんだけある？

３人首を振る。
光　お前の親、金置いてってないの？

悠介　ないよ！

光　どうすんだよ？三浦さんきちゃうよ？
悠介　もう、正直に言うしかないだろ。
光　嘘でしたって、創ちゃん、お前が言えよ。
創太朗　嫌だよ。嫌われちゃうよ。
英司が本（家庭科の本）を持って見せる。
英司　見て見て。これはどう？
３人　おお～！
創太朗　これしかない！
光　救世主だ！
２人　ピザの神様だ！ピザ大王だ！
英司　偉いでしょ。
悠介　何で、こんな本持ってるんだよ。ガリ勉か？

創太朗　お前、ピザ大王に何を申すか！
光　三浦さんの前で極刑に処す！
悠介　すみませんでしたー！
音楽。
第４場〔女子が来た！〕
音楽に合わせて部屋を整える男たち。やがて女子も加わって踊りだす。踊りが終わると、沙也香、美紀、天音、希美が部屋にいる。女子たち、入るなり部屋を見回したり、所在なく座ったりする。悠介と英司、困惑する。
悠介　おい、どうなってんだ。なんで４人もいるんだよ。（小声で）

英司　僕だってわかんないよ。ついてきちゃったんだよ。（小声で）

沙也香　なんかまずかった？

悠介　（ぎくっとして）えっ、いや、そんなことないよ。

沙也香　ピザ、食べきれないらしいじゃん。うちらいた方が良いかなって思って。

美紀　お招きありがとうございます。なんか迷惑だったかな？

悠介　いや、全っ然！大丈夫です。三浦さん達みんなで一緒だったの？

美紀　うん、ちょうどお昼から４人で遊ぼうって言ってたの。さすがに一人でくるのは無いかなって思ったし。誘ってみたの。
沙也香　そうそう。うちら（沙也香と天音）午前中部活だったからさ。体育館暑かったぁ。・・・あ、そう、そんでさ、午後から遊ぶぞーって話でさ。

美紀　みんなに急いでお昼ごはん食べなくていいよって連絡したの。

悠介　あ、そうなんだあ。あはは。

英司　食べてきてくれた方が良かったね。

悠介　おい！（小声で）

希美　お腹すいたよぉ。

天音　・・・ねえ、ピザは？

悠介　え？

天音　ピザどこ？

悠介　ピザ・・・ピザね。えっと、食べきれないかな～っと思って電話したんだけど、やっぱり食べられちゃったっていうか、その・・・。
天音　ええ？無いの？

悠介　いや、あるよ。ありますよ。ちょっと待って・・・。（上手奥のキッチンに向かって）おーい、お前ら、ちょっとこいよ。
（声）二人　はーい。

上手奥から、エプロンと三角巾姿の創太朗と光が出てくる。男子と女子、お互い無言で見つめ合う。

天音　うわ、なにその格好。

光　うわ、天音がいる！なんでお前らもいるんだよ！

天音　いちゃ悪いかよ！

創太朗　げ、沙也香と希美もいる！ 

沙也香　いいじゃん。友達でしょ。

創太朗　想定外だ・・・。

美紀　なんか、余計なことしたかな、私。

男全　いや！全然！問題ありません！

天音　でさ、結局ピザ無いの？

創太朗　お前ら、俺たちの格好を見ろ！
天音　・・・キモイ。

光　うるさい！

希美　もしかして手作り？

男全　イエース。

希美　すごぉい。ねえ？

光　三浦さん、男の手料理食わせてやるからな。

天音　なんで美紀だけ？
悠介　あ～はいはい、まあ、座ってよ。お前らは作ってきて。

創太朗＆光　オッケー。

女子たち、促されて座る。英司は迷った挙げ句、キッチンに行こうとする。

悠介　英司はいてくれよ（小声で）
英司　うん。（座る）

悠介　えーっと。・・・おい、何とかしろよ（英司に）

沙也香　なんかあんたたち固くない？

悠介　え？そう？あれ？おかしいなあ。

沙也香　学校じゃもっと話すじゃん。

悠介　そっか？そうか、そうだよな。あれぇ、なんか家だと調子狂うっていうか、その・・・。
沙也香　昔、悠介ん家で遊んだじゃん。
悠介　小３の頃だろ？

沙也香　そうそう。希美や天音もいたじゃん。普通に。

希美　美紀ちゃんは、その頃いなかったもんね。
美紀　うん、ちょうど一年前かな？東京に来たの。

天音　前は神奈川だっけ？

美紀　うん、横浜。

沙也香　まだ一年か！そんなの忘れちゃうくらいなじんでるよね。

美紀　そう思う？嬉しいな。

悠介　あのさ、三浦さんはさ、前の友達と会ったりしないの？

美紀　うーん。最初は時々あっちに行ったりしたけど、最近はなかなか。

悠介　寂しくない？

美紀　最初だけはちょっと。でもいつの間にか、忙しかったりして平気になってたかな？
悠介　会わなくても平気ってこと？

美紀　うん、そんな感じ。

沙也香　なんか、美紀の話に喰いつくね、悠介。

天音　必死だね。
悠介　そんなんじゃねえし。
希美　（唐突に）ねえ、ピザってすごいね。
悠介　え？

希美　ピザ焼けるなんてすごいね。釜があるの？

悠介　釜？

希美　だってピザ焼くんでしょ？

沙也香　悠介ん家にそんなのあるわけ無いじゃん。レンジかトースターでしょ？

悠介　ああ、そういうこと。うちさ、なんかガスオーブンってやつ？母さんが料理好きだから、でかいオーブン買ったんだ。・・・あいつら使えるかな？
希美　でも、こねたりしたんでしょ？こうやって。
悠介　こねる？

希美　だってピザ作ったんでしょ？

悠介　（英司に）おい、こんなことやってたか？

英司　いや、たぶん・・・。

（声）創太朗＆光　もうすぐできるぞー！

沙也香　ね、行ってみようよ。

希美　うん、オーブンも見たい！

全員、上手奥に入る。

（声）全員　なんじゃこりゃー！

しばらくして、皿に黒いものを乗せて戻ってくる。全員着席。
全員　・・・。

天音　なにこれ。

創太朗　ピザです。
光　焦げたけど。
創太朗　いやあ、あのオーブンがいけないんだって。でかいしさ。

沙也香　人の家のせいにしない。そもそも、これ何？

光　ピザ・・・になるはずでした。

沙也香　四角いんだけど。

光　へ？

沙也香　だからぁ、ピザってのは、こう。（両手で円を描く）

光　だって、英司が。

英司　まあ、ピザはピザだけど。

沙也香　あんたたちが作ったのは「ピザトースト」！

創太朗　ええ～、違うの？
美紀　ちがくはないけど、ちょっとイメージしてたのとは違ったかな？

沙也香　だってすっかり宅配ピザの気分になってたもん。うわー裏切られた。
希美　お腹すいたぁ。

創太朗　どうしよう、悠介～。

美紀　家に帰ってご飯食べてこようか？

男全　あー！

光　ちょっとそれは、待って。おい、創ちゃん！

創太朗　そうそう、せっかく来たんだし。悠介！

悠介　俺か？うーん、しょうがない、菓子でも買うか！
３人　そうだな！
悠介　仕方ない。俺の最後の小遣い！（ポケットから千円を出す）

３人　おお～。

創太朗　じゃあ、行ってくる！

悠介　待って。創ちゃんはまた変なもん買ってくるだろ。英司がいい。

英司　任せて。・・・いってきまーす。
英司、千円を握りしめて下手から退場。
第５場〔暴露大会〕
光　と、いうわけで、

男３人　すんません！
沙也香　はい。

悠介以外座る。悠介は窓の外を見る。
悠介　風が強くなってきたな。
美紀　台風来るんだっけ？
光　　ここんとこすごいよな。台風続きでさ。
希美　なんかわくわくするね。天音ちゃん。
天音　そう？
希美　風がびゅわーってきてわくわくするでしょ。
光　希美は昔から変だもんな。

希美　そんなことないよ。
沙也香　光に言われたくないよね。
光　希美のほうが変だ！
沙也香　そういえばさ、覚えてる？昔、学校でかくれんぼした時。
美紀以外　ああー。

悠介　小２の頃？光、いつの間にかいなくてさ、
天音　ああ、ぜんぜん見つからなかった。
創太郎　あったあった！そしたらさ、

光　わー、言うな。
沙也香　美紀、光どうしたと思う？
美紀　寝ちゃったとか？
美紀以外　ぶっぶー。
光　言うな！
創太郎　こいつ、妹の服ととっかえて、女子に紛れてたんだよ。
天音　しかも女子トイレで。
美紀　うわ。
光　三浦さん、誤解だ。
創太郎　三浦さん、こいつはこんなやつなんです。
希美　ね、私のほうが変じゃないでしょ？
光　うるせえ、お前だってダンゴムシに変な名前付けて、５０匹くらい飼ってたじゃねえか！
希美　ぺットだもん！
悠介　あったあった！
沙也香　気持ち悪かったよね。５０匹。箱の中にもぞもぞと。
希美　かわいいよ。丸くなるんだよ！
美紀　で、そのダンゴムシ、どうなったの？
天音　死んだ。
希美　うわーん！鬼～！
美紀　何があったの？
天音　悠介がカマキリつかまえてさ、こう、箱の中に・・・。
希美　うわーん（号泣）
美紀　なんでそんなことしたの？
悠介　いや、虫かごがなかったから。ちょうど良くて。食べちゃうと思わなかったんだよ。
天音　そこは気付けよ。

創太郎　三浦さん、こういうひどいやつなんです悠介は！
悠介　うるせえ！創ちゃんだって！
光　そうだ！さっきから人のことばっかり言いやがって！
創太郎　俺は、そんなことしてないもーん。
沙也香　あたし知ってる～、創太朗、小学校のときランドセル忘れて学校来たことあったよね。
全員　うわ～。
悠介　プールのとき、しょっちゅうパンツ忘れるし。
全員　うわー。
天音　給食のパンと牛乳机に隠してたし。
創太郎　あとで食べようと思ったんだよ。

沙也香　そんで、食中毒。
光　三浦さん、こいつはこういうバカなんです。
沙也香　っていうか、あんた達みんな
美紀以外の女子　ばか。
憤慨する創太朗と光。一人静かな悠介。
沙也香　どうしたの？悠介？
悠介　え、あ。いやあ、楽しいなあ～と思って。
光　大丈夫か？バカって言われたんだぞ？
悠介　おれら楽しいなって思ってさ。昔から。
創太郎　変だぞお前。おかしくなったか？
美紀　みんなは、同じ小学校だったんだね。
創太朗　うん、腐れ縁だよな。
沙也香　もっとましな奴と幼馴染がよかった。

美紀　でもいいなあ。私はそういうの無いから。

天音　転校多かったって、言ってたもんね。

悠介　そうか。そうだよな。

沙也香　美紀には幼馴染っていないの？
美紀　いたよ。でももうずっと会ってない。
悠介　会いたいとか思わないの？
美紀　だって、いまみんなといて楽しいもん。
沙也香　だけど、悠介たちと遊ぶのは久しぶりだよね。小学校ぶり？
天音　だね。
希美　中学入ってから遊ばなくなっちゃったよね。
創太郎　たまには、こういうのもいいだろ？

光　俺達のよさが改めてわかったか？
女子　全然。
沙也香　ねえ、テレビつけていい？

一人静かな悠介。
沙也香　悠介？
悠介　あ、ごめん。何？
沙也香　テレビ。何かやってないかなってさ。

悠介　ああ、いいよ。

テレビをつける。音楽が流れる。
光　おまえ、ほんとに変だぞ？風邪か？

悠介　違う違う。大丈夫だから。
沙也香　で、今日はどうしてピザパーティだなんて考えたのよ。

光　それは、こいつが。（悠介に）

創太朗　悠介ん家、明日まで親いないんだって。だからいつもはできないことしたいとか言って。
沙也香　それでピザ？変なの。

希美　なんでみんないないの？

悠介　俺のばあちゃん家に行ってんだよ。長野の。

天音　悠介は行かなくて良いの？

悠介　行きたくないって言った。

天音　なんで？

悠介　いや、まあ、こっちでみんなと遊びたかったし。

天音　別に夏休みなんだからいつでも遊べるじゃん。

悠介　うん、まあ。そうもいかないかも、っていうか・・・。
お天気キャスターが上手に登場。
キャスター　台風情報です。先ほど関東地方が暴風域圏内に入りました。外出の際には突風などに十分注意をしてください。また沿岸部は猛烈な時化（しけ）に襲われています。では現場から、三上さーん・・・。
沙也香　うわっ、すごいね。

天音　長野って言ってなかった？悠介のおばあちゃん家。

悠介　え？あ、うん。

沙也香　え、台風直撃じゃん。大丈夫なの？

悠介　まあ、大丈夫でしょ。

沙也香　ええ～少しは心配しなよ。
悠介　別に。なんかあったら連絡くるんじゃん？。
天音　ね、風やばそうだよ。うちらも帰った方が良いんじゃない？ 
美紀　そうだね。遊ぶの、またにしようか。

希美　お腹すいたしね。
悠介　え、帰っちゃうの？

天音　うん。

悠介　え、お前らはまだ平気だよな。

光　えーどっちでもいいけど。三浦さん送るか。
悠介　まだいいじゃん。英司もまだ帰ってきてないしさ。（必死に）
英司帰ってくる。
英司　ただいまー。
悠介　なんで、帰ってくるんだよ。あ、いや、そうじゃなくて、まだ俺んちいろよ。台風くらい大丈夫だって。

光　どうしたんだ？お前？
創太郎　本当になんか変だぞ？
沙也香　わかった、台風怖いんでしょぉ？意外とへたれだもんね。

悠介　そんなんじゃねえよ！
全員　・・・。

悠介　・・・もっともっと、遊びたいだけだよ。
ブルー暗転。風の音。ダンサー、風のように舞台を横切る。

第６場〔家族会議・回想〕

ダンサーが去ると家族が出ている。
翼　明日は何時に出発するの？

父　お盆は道が混むからなあ。

母　七時には出たいわね。早いから夜のうちに支度しちゃってね。
翼　おばあちゃん、私が行ったら元気になるかな？
母　楽しみにしてたわよ。それから、明日はむこうの新しい学校も見にいくからね。
悠介　だから、俺は反対って言てるじゃん。

母　悠介、わがまま言わないで。仕方のないことなんだから。

悠介　今までだってばあちゃん大丈夫だったじゃん。今回だってさ。

母　どんどん調子が悪くなってるみたいなのよ。もう一人で畑をやるのは無理なんだって。このまま畑を放っておくこともできないでしょ？だから、急ぐのよ。
悠介　畑なんかやめて、ばあちゃんが、こっちくればいいじゃん。

母　悠介、前からこうなるって話はしてたじゃないの。

悠介　だってさ、俺らが大きくなるまではって約束だっただろ。

父　悠介！
悠介　なんだよ・・・。
父　悠介は、長野が嫌いか？
悠介　嫌いってわけじゃないけど。
父　ばあちゃんの畑がなくなってもいいのか？
悠介　そういうわけじゃないけど。
父　いままでお前たちに、浴衣を縫ったりしてくれてたのは誰だ？
悠介　ばあちゃん。
父　お前の試合の応援に、わざわざ長野から来てくれたりしたのは誰だ？
悠介　ばあちゃんだよ。
父　悠介、ばあちゃんのこと大好きだっただろ？
悠介　今だって好きだよ。
父　じゃあ、長野に行こう。
悠介　そういうこと言ってんじゃなくて！翼も何か言えよ。翼だって嫌だろ？転校なんて。
翼　えー、別にぃ～。
悠介　友達とバラバラになっちゃうんだぞ。
翼　かっこいい人と出会えるかなあ！
悠介　いじめられるかもしれないぞ！
翼　大丈夫よ。私、一度体験してみたかったんだぁ「大都会から来たかわいい転校生」。もてちゃったらどうしよう。
悠介　ばーか。鏡、見てから言えよ！
翼　おかあさーん。お兄ちゃんが。
母　悠介は、転校が嫌なの？
悠介　・・・うん。
母　新しい学校が心配？
悠介　心配って言うか・・・。
父　ゆ・う・す・けー！
悠介　何だよ。
父　向こうで友達ができるか心配か？安心しろ！長野は父さんの故郷だ！中本和義っていったら地元じゃけっこう有名なんだぞ！
翼　お父さん、昔はけっこう「ヤンチャ」だったの？
母　お馬鹿で有名なのよ。
父　悠介、心配するな。あっちに行ったら父さんの友達を紹介してやる！ケンジ君にアツシ君。父さんの自慢の親友だ！
悠介　ケンジ君にアツシ君・・・おっさんじゃん。だいたい父さん、仕事どうするんだよ。会社は？
父　辞める。
悠介　えっ！？

母　あっちで農家になるの。こっちでネクタイ締めてるより、父さんには向いてると思わない？

翼　お父さん、それ「脱サラ」っていうんでしょ。

悠介　父さんだけ長野行けよ。父さんいなくても大丈夫だよ。
翼　それは「単身赴任」。

母　翼はよく知ってるわね。
父　なんて言うこと言うんだ悠介！父さんはお前たちと離れることなんて、絶対できない！
母　お父さんが、一人でおばあちゃんのお世話できると思う？
翼　思わない。

悠介　俺、絶対行かないから。俺だけここに残る！
母　何馬鹿なこと言ってるの。
悠介　俺、もう中２だし。親がいなくても生活できるよ。
母　できるわけないでしょ。ご飯だって。
悠介　できる！母さんなんかいなくたって生きていける！

母　悠介たちには可哀想だと思うけど、もう仕方のないことなのよ。ね、お願いだから。とにかく明日は早いから、ちゃんと起きてね。（去る。妹もついていく）
父　父さんの故郷だぞ～。絶対楽しいぞ～！
悠介　なんだよ故郷故郷って。なにがそんなに楽しいんだよ。

父　そりゃあ、だって故郷だぞ。いろんなものがつまってるんだよ。
悠介　そんなの、父さんだけだろ。俺の友達はどうなるんだよ。絶対行かないからな！

風の音。ブルー暗転になる。ダンサーたち走り抜ける。
第７場〔ライン〕
明転すると悠介が座っていて、光・創太朗・英司が上手前サスにそれぞれ座っている。ラインで会話をしている。
悠介　怒られなかった？

光　大丈夫。

創太朗　うちもうちも。

悠介　結局遅くまでいてくれてありがとな。

光　でも結局帰っちゃってごめん。

悠介　仕方ないよ。

ここまでは文字を打っている様子だったが、ここからは普通に会話する調子で話す。

創太朗　英司何してんのかな。

悠介　飯食ってんじゃないの？

創太朗　俺さっき食った。今日カレーでさ、昼間の罰ゲーム思い出しちゃったよ。

光　ああ、あれな。どうだった？カレーとミルクティーのミックスは。

創太朗　今度はお前に飲ませてやるよ！
悠介　今日、いつもよりすごいことしたかったんだけどな、今日。なんだかんだでいつも通りの展開だったな。

創太朗　女子が来ただろ。

悠介　そういうんじゃなくて。なんかもっとすごいことをさ。
創太朗　何でそんなこと思ったんだ？
光　転校が嫌でやけくそだったんだろ？
創太朗　最後にパーッとやりたかったとか？
悠介　お前らさ、俺は絶対行かないって言ってるじゃん。
光　あ、そっか。悠介は残るんだよな。
創太朗　だけど本当に残れるのか？
光　悠介の親に、俺らも頼んでみようよ。悠介はこっちで面倒見ますって。
創太朗　許してくれるわけないよ。
光　じゃあ、俺ん家にくればいいよ悠介。母ちゃんにも頼んでみるよ。

創太朗　それも絶対無理だって。
光　お前さ、さっきから無理無理って、悠介が長野行ってもいいのかよ。
創太朗　そうじゃないよ。
光　じゃあお前も作戦考えろよ。
創太朗　無理なものは無理なんだって。
光　お前それでも友達か！？

悠介　ラインでケンカするなよ。
創太朗・光　・・・。
悠介　俺さ、普通にゲームしたり、ボディービル大会やったりさ、そういうのが普通に続くと思ってたんだ。
創太朗　一発芸大会もな。

悠介　そういうの、毎日続くと思ってた。なのに長野とか転校とか言われて。そういうのに俺だけいないんだって思ってさ。俺だけいないんだぜ。

光＆創太朗　うん。

悠介　テストどうだったとか、宿題写させてとか、くだらないんだけどさ、そういうのももう無いんだなって。そうやってみんな、俺のことだんだん忘れていくんだ。
創太朗　そんなこと言うなよ。
悠介　だって、三浦さんも言ってたじゃん。忘れるって。

光　悠介、それで三浦さんに食い付いてたのか。
悠介　そうだよ。三浦さんの転校の話きいて、俺、やっぱり行きたくないって思った。だから絶対俺、反対する。おやじは故郷故郷っていうけど、なんで俺だけ友達と離れなきゃなんないんだ！
創太朗　そうだ！ 
悠介　ばあちゃんがこっちに来ればいいんだ。俺は絶対に残る！ 
光　いいぞ、悠介！

創太朗　悠介を守るぞ！

悠介　問題は、どうやって説得するかだな。

創太朗　悠介がぐれるとか。

光　家出とかどうだ？

悠介　だれかかくまってくれるか？

３人　うーん。

そこに、英司が出てくる。手にはスマホ。

英司　悠介！

光　おお、やっと来たか。

創太朗　いま良いところだぞ。

英司　そんなことより、テレビ！

悠介　テレビ？

英司　ニュース見て、ニュース。

悠介　なんだよ。

悠介リモコンを操作してテレビをつける。すると、ニュースキャスターが出てくる。

キャスター　現場では引き続き捜索が続けられています。繰り返します。先ほど、午後８時すぎに、台風による影響とみられる土砂災害が発生しました。現場の長野県の県道は、土砂が完全に道路を覆っている状態です。何棟かの民家が押し流された土砂に埋まっており、救出作業が続けられています。
英司　悠介の田舎、長野って言ってなかったっけ。

悠介　そうだけど。

創太朗　悠介のところじゃないだろ？
悠介　うん、たぶん。
光　大丈夫だよ。おどかすなよ英司。

悠介、スマホを操作して電話をかける。

英司　だって、悠介が長野って言ってたから。

光　長野ってだけで、あわてすぎだろ。なあ、悠介？
創太朗　お前んところじゃないんだろ？悠介。

光　どうしたー、悠介？
創太朗　悠介ー？
悠介　電話に出ない。

創太朗　え？悠介んところ？

悠介　わかんない。

光　毎年行ってるんだろ？

悠介　わかんないよ。道路見ただけじゃ。

悠介再び電話をかけるがつながらない。

悠介　父さんもつながらない。電波が届かないって。
創太朗　本当か？
悠介　ごめん、ちょっと離れる。
悠介、スマホを離す。友達三人はいなくなる。風雨の音。悠介今度は家の電話を使う。

悠介　何でつながらないんだよ。

風雨の音が大きくなる。悠介、そわそわ動き回る。一度落ち着こうとマンガを手にソファーに座る。マンガを読む。すると救急車のサイレンの音が外から聞こえる。悠介窓の外を見る。再び、スマホを手にし、電話をかける。やはりつながらない。音楽。スマホをソファに投げる。スマホを再び手にし、握りしめてソファに座る。ダンサーが出る。不安を表現するダンスが始まる。家族と友達が幻影のようにダンサーに混じる。ダンスのなかで家族を選ぶ悠介の心象が表現される。
第８場〔友達参上！〕
ダンス曲が切れると同時に、創太朗、光、英司が入ってくる。
三人　悠介！

悠介　え？何で？

英司　悠介、鍵開いてたよ。

光　泥棒入られるぞ。

悠介　え？何？どうしたの？

光　今日、お前ん家泊まるぜ！

創太朗　俺の母ちゃんが、二人の親に電話して頼んでくれたんだ。

悠介　泊まるって、え？何で？

光　だってお前、いまキツイだろ？
創太朗　英司の親は渋ってたけどな。結局車で送ってくれたんだぞ。

英司　お母さん、心配症なんだよ。

あっけにとられる悠介。

英司　電話通じたの？

悠介　通じない。

英司　何度もかけた？
悠介　かけたよ。通じない。
英司　どうしよう。
光　まあ、きっと大丈夫だよ。
悠介　じゃあ何で電話でないんだよ。二人とも電波つながらないんだよ。きっと何かあったんだ。

４人　・・・。

悠介　・・・俺も一緒に行けばよかった。なんで行かなかったんだろう・・・。
創太朗　大丈夫か？悠介。
悠介　母さんにひどいこと言って俺だけ行かなかったんだ。
創太朗　何て言ったんだ？
悠介　母さんなんていなくていいって。・・・いっつもいっつも終わってからわかるんだ。後から失敗したって思うんだ。何で最初からちゃんとできないんだよ。何で後から気づくんだよ。母さんとしっかり話せば良かった。お前らとも、もっとちゃんとしてればよかった。毎日毎日くだらないことばっかしててさ。なんとなく馬鹿みたいに過ごしてさ。もう、遅いんだよ。今ごろ気づいても、もう遅いんだよ。
光　・・・お前、母ちゃんに言ったことはともかく、俺らのことまで何だと思っているんだよ。
悠介　だってそうだろ。こんなんじゃ、俺のこと忘れるだろ？
光　本気で言ってんのか？ 
創太朗　そうだよ。俺はそんな風に思わないぞ。
光　じゃあ何か？すごいことしなきゃ友達じゃないのかよ。俺ら友達じゃないのかよ。じゃあすごいことって何なんだよ。
悠介　・・・。
創太朗　何で俺が、親を説得してここに来たと思ってんだよ。ものすごく苦労したんだぞ。
英司　僕だって必死にお母さん説得したんだよ。
悠介　・・・。
光　創ちゃんがみんなに電話したのも、俺たちがここに来たのも何でだよ。もっと分かれよ悠介。
間
悠介　・・・・・・俺、またひどいこと言った？
光　言った。

悠介　・・・・・・ごめん。

光　だいたい、転校ぐらいで終わったとか言ってるなよ。

創太朗　そうだよ、長野なんて隣じゃん。

英司　隣ではないよ。

創太朗　そうなの？

英司　隣じゃないけどさ。でも（僕たちは）大丈夫だよ、悠介。

悠介　・・・・・・うん。
創太朗　はいはい。もういいだろ。何かクサイんだよ。俺こういうのだめなんだよ。何のために俺らが来たんだ？ 
光　そうだ。遊ぼうぜ。

英司　こんな時に？ 

光　そうだけど、俺たち長野に行けないだろ。

創太朗　心配はしてるけどさ、心配しかできないじゃん。だったら朝まで遊んでたほうが、悠介だっていいだろ。
英司　そういうの不謹慎っていうんだよ。
創太朗　（無視して）悠介！リベンジだ！俺のとっておきを見るがいい！

光　よっ、創ちゃん！

創太朗　（ギャグをかます）

悠介　（思わず吹き出す）

賑やかな音楽。騒ぎ出す男たち。だんだんと悠介も乗って、気づけば４人で暴れている。音楽が高まる。男たちが暴れる中、だんだんと暗転。

第９場〔朝〕
明るくなると、外は晴れている。悠介たちは遊び疲れて寝ている。そこに家の電話が鳴る。悠介と英司だけ起きて、悠介は電話に出る。
悠介　はい、中本です。･･･え、母さん！？

下手前に母出る。

母　何驚いてるのよ。もう起きたの？

悠介　母さん、大丈夫なの？土砂崩れは？

母　ああ、知ってたの？大変だったみたいだけど、あれはおばあちゃん家とは山の反対側よ。

悠介　そっちは大丈夫なの？

母　台風、すごかったけどね。大丈夫よ。

悠介　なんだよ～心配させんなよ。

英司、創太朗と光を起こす。見守る三人。

母　心配してたんだ。

悠介　だって何度も電話したんだぞ。だけどつながらなくて。

母　山だから電波悪いのよ。台風もあったし。
悠介　マジかよ。もう。

母　おばあちゃんの家に電話すればよかったのに。

悠介　・・・俺ホント馬鹿だ。

母　それより、今日の午後にこっち出るから。

悠介　わかった。

母　夕飯買って帰るから。
悠介　わかった。

母　あと、こっちの中学校の手続き、今日してくるからね。

悠介　わかった。

母　転校の手続きよ。わかってる？

悠介　わかってる。いいよ。

母　（ちょっと笑って）あんた、親がいなくても生きていけるんじゃなかったの？

悠介　・・・（ごめん）。
母　・・・うん。じゃあね。
悠介　あ、待って。父さんいる？

母　いるよ。

悠介　替わって。

母と入れ違いに父が出てくる。

父　なんだ？悠介。父さんが恋しくなったか？

悠介　あのさ、聞きたいんだけど。
父　なんだ、真面目だな。

悠介　あのさ、父さんの故郷ってさ。何でそんなに良いの？

父　え～何でかなあ。

悠介　ばあちゃんがいるから故郷？それとも友達がいるから？

父　う～ん。どっちもかな。

悠介　どっちも？

父　いろんな思い出があるから。長野にくると思い出すんだよ。
悠介　ずっと東京にいて忘れなかったの？

父　忘れるものは忘れる。だけど、残るものは残る。

悠介、後ろの三人を振り返る。
悠介　そっか。

父　それより、昨日は楽しかったか？

悠介　え？

父　遊んだんだろ？いつものメンバーで。

悠介　（少し驚いて）うん。

父　よかったな。お前にもいい思い出ができて。じゃあな。
悠介　・・・うん。
音楽。悠介電話を切る。友人たち笑顔で悠介の周りに集まる。
悠介を冷やかすしぐさ。取っ組み合ってじゃれあう４人。音楽高まり、閉幕。
１／１０（日）
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中本悠介くん


十四歳の夏休み
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